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Possibilities for Video Lectures Program through the Integration of 
Broadcasting and the Internet─Utilization of “Hybridcast”─










　The purpose of this study is to propose new possibilities for video lecture programs in the Open University of 
Japan （OUJ） using so-called “Hybridcast”─technologies and services that integrate broadcasting and the Internet. 
Hybridcast is the technology and service that provides audiences with information related to TV programs by 
connecting TV sets on the audience side and servers on the broadcasting station side via the Internet. Hybridcast 
is capable of superposing information related to broadcasted TV programs to enable the delivery of a large amount 
of data including video contents, while realizing interactive functions̶ these functions are different from existing 
data broadcasting. In this study, we developed an experimental program as a prototype, to consider the possibility of 


































































































































































































































































































1985 放送授業開始 　 　
1996 　 ホームページ開設 　
1998 CSデジタル放送開始（全国） 　 　
1999 　 キャンパスネットワーク運用開始 　
2000 　 　 BSデジタル放送（データ放送）開始
2002 　 インターネットによる出願受付開始 　
2003 　 　 地上デジタル放送（データ放送）開始
2004 　 　 NHKデータオンライン（データ放送とイン
ターネットの組合せ）開始
2005 　 　 　
2006 地上デジタル放送開始（関東）　 　
2007 　 ラジオ放送授業のインターネット配信開始 　
2008 　 TV放送授業のインターネット配信実験開始 NHKオンデマンド開始、Twitter、Facebook
開始
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８．まとめ
　本研究では、ハイブリッドキャストの応用例として
実験用コンテンツ（特別講義を対象にした講師による
解説、VOD、小テスト等の番組連動コンテンツ）を
開発した。評価実験（質問紙調査）としては、教育効
果の検証にはならないまでも、いくつかの応用例（電
子教材、関連情報・動画の提示・リンク、質問箱、学
生の反応の画面表示、学生間の交流・チャット機能、
オンライン授業との連携・オンライン授業化等）につ
いて意見を得た。また、テレビ放送を補完するスマー
トデバイスの活用可能性について考察した。これらの
応用例は、双方向性など放送にない通信の特性を活か
したものであり、学習者の視点からは、個々の理解度
や関心に応じ自ら学ぶこと、知識や教養の幅を広げる
こと、学んだことをアウトプットし参加することで学
習効果を定着させること、他の学習者の多様な考え方
を学ぶこと等の効果が一般的に期待される。また、放
送のみでは得られない学習者の反応や視聴履歴は、教
員の視点からは番組制作、大学の視点からは施策に活
かし、学習者に還元することも将来的には期待され
る。
　他方、これらの応用例は、既に、キャンパスネット
ワーク（放送大学の学習情報サイト）やオンライン授
業で実現されているもの、技術的にはデータ放送とイ
ンターネットの組合せ、テレビとパソコンやスマート
デバイスの組合せで実現可能なものも含まれる。この
ため、今後は、学習者の視聴環境や視聴動向（ハイブ
リッドキャスト対応テレビ普及率、テレビのインター
ネット接続率、放送授業の録画視聴やインターネット
配信の視聴割合等）を見ながら、あらためて放送の特
性、放送大学の目的（公開大学として生涯学習の機会
を広く国民に提供すること）を踏まえ、技術の効果的
な活用を考えるべきである。その際、効果を持続させ
る観点から、教員の制作負担、費用面にも配慮が必要
である。
　今回の実験では、放送とインターネットの融合技術
の紹介に留まったが、近い将来、放送を通じた豊かな
学び方のためのプラットフォームとして期待できると
考えられる。
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